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「Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）」全体表 

№ タイトル 評価項目 
利用者個票からの転記（自己評価の A、B、C、D を記入） 

記述 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）  

40 

本人主体の暮らし 

本人は、自分の思い、願い、日々の暮

らし方の意向に沿った暮らしができて

いる 

C B B B Ⅾ B A B B 

思い思いにリビングでお茶を飲んだり居室で編み

物をしたりして過ごしている。天気の良い日には

職員と一緒に散歩やドライブ、買い物を楽しまれ

ている。 

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、暮らし

の習慣、特徴など様々な情報をもとに、ケ

ア・支援を受けることができている 

B B B C C B B B B 

若いころを思い出し自分のやり方で家事をこなさ

れたり、掃除や洗濯干し、台所仕事を職員として

いる。 

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全面・

環境面について、日々の状況をもとに、ケ

ア・支援を受けることができている 

B B B B A B A B B 

毎週の訪問看護師の訪問、月 2回の訪問診療

を受けている。不安があればすぐに相談できる環

境下にある。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができてい

る 

B B B C B B B B B 
ゲーム機や携帯電話を枕元においている方がい

たり、家族の写真を飾ったりされている。 

44 

本人は、自分のなじみのものや、大切

にしているものを、身近（自室等）に持

つことができている 

B B B C Ⅾ A B A B 
コロナ禍であり祭事も中止になっている。以前、

暮らしていた付近にドライブに行っている。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に参

加することができている 

Ⅾ B B D C C B C B 

茶碗を洗う人拭く人、洗濯物を干す人たたむ人、

料理の下ごしらえする人盛り付ける人 h配膳す

る人とその時々で役割を変え支援されながらされ

ている。 

46 

本人が持つ力の活

用 

本人は、自分ができること・できないこと、

わかること・わからないことを踏まえた、役

割や、楽しみごとを行うことができている 

B B B C C C A B B 

できるところはお任せし、他利用者と一緒に行う

など役割を持った生活ができるよう支援してい

る。 

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会話

のひと時や、活動場面を日々の暮らし

の中で得ることができている 

B C B B B B B B B 

日々の暮らしの中でリビングなどでの他入居者と

の会話などを楽しながら生活できるよう支援して

いる。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

D C C D Ⅾ C C C C 
コロナ禍のため、今までできていた買い物や幼稚

園など地域の交流が出来ていない。 

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員や地

域の人々と親しみ、安心の日々、よりよい

日々をおくることができている 

B B B B B B B D B 

コロナ禍で外出に制限があるがホーム内では、

なじみの入居者、職員と穏やかな生活を送れて

いる。 
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